
45



46



子どもの精神科といっても、お
客はほとんど大人（親たち）で、
悩んだり困ったりしているのも親
のほうが圧倒的に多いです。
そこで大人とか子どもではなく、

家族というくくりで診ることにし
ました。

子
ど
も
の
精
神
科

の
特
徴

①
ヘ
ル
プ
を
求
め
て

い
る
の
は
当
の
子
ど

も
よ
り
は
、
大
人

（
親
た
ち
）
で
あ
る

こ
と
が
多
い
。

②
大
人
の
み
の
来
院

で
も
、
診
療
・
支
援

へ
の
支
障
は
ま
っ
た

く
無
い
（
家
族
シ
ス

テ
ム
）
。
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家族の求めは、子どもの『問
題（としているもの）』に関
する自説への賛同、そして解決
策です。家族の説は（妥当性は
別として）、『問題』の持続に
一定の役割を果たしている重要
な情報です。

家
族
の
自
説
が

果
た
す
役
割

自
説
に
沿
っ
た
解

決
行
動

効
果
が

な
く
て
も
自
説
に

固
執

『
問
題
』

の
遷
延
化
、
怒
り

の
拡
散 ⇒

⇒
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やがて説の中身よりも、自分た
ちの腑に落ちるように仮説をたて
る家族の流儀に関心が向かうよう
になりました。
ここで言う流儀とは、実際に

あったエピソードを根拠にしたス
トーリーの組み立て方です。

臨
床
の
ク
セ

そ
の
一

自
説
を
組
み
立
て
る

「
家
族
の
流
儀
」
を

診
る

①
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
選

び
方

②
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
繋

ぎ
方

③
意
味
づ
け
の
傾
向
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家族が自説にこだわるのは、子ど
もの『問題』に限らず、同じ流儀で
世間と向き合い、物語を生きてきた
からだと思います。
たとえば、家庭・学校・社会にお

ける自分（家族）の立ち位置とか他
者からの評価など、自分を取り巻く
状況の認知にもこの流儀は生きてい
るはずです。

子
ど
も
の
『
問
題
』

の
理
解
の
仕
方

社
会
に
お
け
る
自

分
の
立
ち
位
置
や

評
価
の
捉
え
方

家
族
の
流
儀
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いや実際はこっちが先で、その
流儀で子どもの『問題』を理解し
たということでしょう。
こうした流儀に変化が起きれば、

自説へのこだわりが消えて解決行
動は柔軟に変えられるでしょう。
さらには、ライフスタイルの変化
にもつながるかもしれません。

小
川
の
飛
び
石

を
伝
っ
て
向
こ
う

岸
に
渡
る
と
き
、

そ
の
難
易
度
は
水

の
流
れ
よ
り
石
の

選
択
に
か
か
っ
て

い
る
、
と
い
う
話

で
し
た
。

引
き
続
き
、
次

も
次
号
自
得
に
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。
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